











































































































た。問題 1 は三角比に関するもの，問題 3 は























問題 1 AB = 2√5，BC = 8，tan∠ABC = 1/2 となる△
ABC について，線分 AC の長さと，△ABC の面積を
求めよ。 
問題 2 AB = AC = 2，∠ABC = θ の△ABC について，
面積が√3 より大きくなるときの θ の範囲を求めよ。 
問題 3 ある観覧車は半径 50 m で１周に３６分かか














CAB =∠ECD = θ とすると

































































める際に導出した cos  = 2 / √5 を sin2  + 
cos
2
  = 1 の式に代入し，sin  = 1 / √5 と面積
































等式 sin2θ > √3 / 2 を sin2 > sin60°と変形し，














そして，75m 地点が 50m 地点と 25m 地点の
























は，辺 BD を求める際の計算において，BD = 
sin θ + √3sin (90° - θ)としたが，代数計算にお
いて，sin (90° - θ) 





に，このペアは，BD= (1 + √3) sinへと変形
し，sinの最大値を求めるために単位円を用






困難性 ② ③ は，代数操作における困難性








長さを求める際に，BD = sin + √3 sin (- 90)
という式を立式した。この式中の √3 sin (- 
① )90sin(   ⇒ sin  とすること 















90) を，次式にて √3 sinとしている。 
レジスターの視点からすれば，本来，図形
レジスターで角や辺の位置を認識し，代数レ




を参照せず，代数レジスターでのみ sin ( - 










































ABC の辺 BC と，△CDE の辺 CD の長さの和
を三角比の記号を用いて表現し，三角関数の
合成公式を用いて最大値を求める。彼らは，
BD = 2sin ( +/3) の最大値を求めるために，











代数レジスターへ転換し，2 sin ( +/3) = 90° 
という方程式を生成した。この方程式の右辺
















4sin cos < √3 を導き出した。そして，の








































































































さは a sin ，底辺の長さは a cos ，a は斜辺
の長さ）と，辺の比に着目して三角比の値を
得てから辺の長さを代数レジスターの処理に


































































































































p.108，練習 15) や「 が次の値のとき，sin，
cos，tanの値を求めよ」 (改訂版数学Ⅱ，







































していた。例えば，困難性②で示した sin2θ > 
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